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はじめに
　日本各地でから出土する墨書土器は、すでに膨大な量となっている。木簡などの出土文字資料に比
べ、墨書土器は一つの器に数文字しか文字のないことが多いが、考古学と文献史学を結ぶ接点として
重要な出土遺物である。
　この墨書土器研究の第一者と位置づけられる平川南は、日本における墨書土器のはじまりについ
て「神に自らの意志を伝えるのならば木でも石でもよい。ことさらに土器（多くは杯型）に文字を記
すのは、その本来的な役割である器として食物を盛り、神に供献することと深く関わるのであろう。」
と述べている1。古代日本の文字は漢字の受容に始まるものである。漢字文化は中国で生まれ、日本
に伝来したものだが、器に文字を記すことと文字の伝来は関係しているのだろうか。
　平川はまた「中国では文字は神との対話からはじまり、次に各地の豪族が王に忠誠を誓い仕えた由
来を、王から褒賞として受けた金属の地金や貨幣によって作った青銅器に記した。」のに対し、日本
では「中国王朝との外交上の必要からはじまり、次に国内政治において、王からその臣下に対して銘
文を刻んだ刀を下賜した。次に地方豪族が王に仕えた由来を刀剣や鏡に記したのである。そして文書
行政が定着した八世紀ごろから、神に対して土器に食物を盛り、供献するとともに、文字によって自
らの願いを神に伝えたのである。2」として、中国と日本の文字の流れを異なるものとし、特に日本
で八世紀ころから見られる墨書土器について、中国とは異なり、日本列島に独自の事例をとらえている。
　同じく出土文字資料である木簡などは、それを用いることが中国に由来することに疑問をもつもの
はいない。中国では、紀元前4世紀から前3世紀の戦国時期から竹簡資料が実在し、秦、漢時期に
は木簡、竹簡による文書行政が行われていたことも実証されているからである。また朝鮮半島でも木
簡が発見されていることから、日本列島で発見される木簡は、中国で始まり、朝鮮半島を経て日本列
島でも受容されたと考えるのが自然である。
　墨書土器に類似するものが日本列島の他に無ければ、墨書土器を日本列島における独自の文字の受
容形態とせざるを得ない。だが、韓国では慶州の雁鴨池遺跡から墨書銘を持つ土器が発見されている3。
少なくとも土器に墨書するという行為は日本列島のオリジナルではないのである。だとするとその始
まりは朝鮮半島なのか、あるいは中国に何かの根源があるのだろうか。これを考えるため、本稿では
中国における墨書あるいはそれに類似するものを持つ土器や陶磁器の存在を整理、考察してみたい。
　なお、器に文字を記す方法には、墨書の他にヘラ書きによるや線刻による刻書がある。文字資料と
いう点では刻書土器も同様の情報を持つものである。だが、本稿ではまず「筆を用いて器に記す」と
いう行為に着目し、その行為の由来を探ることを主眼とする。
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1．中国における「墨書土器」
　器に文字を記す、という行為は青銅器の銘文に代表されるように、中国では古くから行われている。
しかし、その書写対象が土器であり、かつ墨書となると、秦代以前にはほとんど見あたらない4。
　だが、前漢中期以降（おおよそ1世紀頃）、墓の副葬品に朱書、粉書あるいは墨書された文字を持
っ土器が現れる。多くは「陶倉」と呼ばれるもので、円筒形で上部が屋根のように丸くなっている、
倉庫を模した土器であり、高さ50センチから20センチ程度の大きさである5。器の器腹（外側）に
は「白米」、「小豆万石」のように、穀物名やそれに加えて「万石」、また「酒万石」、「黄金」等、穀物、
調味料、酒、黄金等の名称が書かれている。容器の大きさから実際に万石の量が入るものではないた
め、明器として埋葬されたものと考えられる。同様に「陶壺」とされる壺状の土器にも文字の書かれ
たものがある。これらは朱書、粉書されたものが多く、一概に「墨書土器」とは呼べないが、土器に
筆を用いて文字を記している点から広義には「墨書土器」の範疇に入るといえるだろう。このような
土器は前漢中期から後期、新（王芥）代にかけて、洛陽6、西安7で発見されている。
　これとはやや異なるが、山東省済寧市で発見された前漢から新にかけて、約百年にわたる25の墓
からなる墓群から、刻書のある陶罐が墓の副葬品として出土している8。長いものは40字以上あり、
小南一郎はこの文を、「その器に容れられた七斗の食料を食べて、どうか強いて怒りを鎮めてくれる
ようにという願いが記されている」、と解釈し9、また、この刻文から、この墓群では穀物が入って
いた陶罐を墓中に納める風習があり、それは死者の怒りを解くためのものとしている。ここから、洛
陽、西安の朱書のある陶倉などの土器も墓主すなわち死者のために用意された穀物等の容器と理解す
ることができるだろう。
　後漢になると、同様に墓に副葬される土器に「鎮墓瓶」等の名称で呼ばれるものが現れる。これも
明器であり、主として朱書される点も前漢中期以降の陶倉、陶壺と共通する。だが、前漢から新にか
けての陶倉、陶壺の朱書は穀物の名称や分量のみを示す数個の文字でしかなかったのに対し、後漢の
鎮墓瓶にはその容器全面を使った長文の朱書が特徴であり、紀年が残されている場合も多い。
　当然、文字資料としての重要性もより高く、最も早くこれに注目したのは羅振玉『古器物識小考』、『古
明器図録』であり、ここで土器に書かれた朱書、墨書の文は墓券等の文章と同じく「鎮墓文」と名付
けられている。またr書道全集』第三巻1°の中村不折による解説にも「鎮墓瓶」が見える。「鎮墓瓶」
に朱書された内容が「鎮墓文」、すなわち墓主である死者の魂を鎮める内容であることは発見当初か
ら理解されていた。
　中華人民共和国成立以前には対象となる鎮墓瓶そのものが少なかったが、人民共和国成立以降、考
古学発掘による鎮墓瓶資料が増加する。そこに書かれた鎮墓文に初期道教の要素が見えることを指摘
したのが呉栄曾llである。これによって文字資料としての鎮墓文と道教との関連が注目されるよう
になる。
　鎮墓文と同様に宗教的な要素を持つ墓券等も含めた集成が池田温12、渡部武13、劉昭瑞14等によっ
て行われ、2006年には道教に関わる考古学資料が集成された全六冊に及ぶr中国道教考古』15も出
版されている。資料が集成されたことから、鈴木雅隆16が示しているように、鎮墓文を持つ「鎮墓瓶」
は二つに区分できることが見えてきた。一つは後漢時期おおよそ二世紀頃、華北の宝鶏、西安から洛
陽への溜水、黄河ラインに集中する「後漢型鎮墓瓶」、もう一つは魏晋南北朝時代おおよそ三世紀後
半から五世紀初頭に、敦煙に集中している「敦煙型鎮墓瓶」である。本稿でもこの二つは以下「後漢
型鎮墓瓶」、「敦煙型鎮墓瓶」と表記する。
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　鎮墓文は初期道教との関連や当時の死生観という点が考察の中心となっている。これらについて詳
しく論じることは、本稿の目的とは異なるので、「土器に筆で文字を記したもの」という視点で、「後
漢型鎮墓瓶」を改めて確認してみたい。後漢型鎮墓瓶は前漢の朱書をもつ陶倉や陶壺と同様、墓の副
葬品であり、死者のために埋葬された土器である。考古学的には「陶瓶」以外の名称を持つ場合も
あるが、『中国道教考古』による後漢鎮墓瓶17の四つの分類（亜型を含めると七類）では、いずれも
中に穀物等が容れられる高さ15センチから25センチ程度の壺型の器である。前漢の陶倉は高さ50
センチから20センチ程度であり、後漢型鎮墓瓶はより小さいものといえる。
　「敦煙型鎮墓瓶」は町田隆吉18によって鎮墓文の分析が行われた後、近年、關尾史郎による資料の
集成と検討19が精力的に行われている。鈴木雅隆が後漢型鎮墓瓶として集成したものは、参考とし
て付されたものを含めても71例であるが、敦煙型鎮墓瓶は關尾史郎によると公表されているだけも
157例あり、それも敦煙地域のみに集中して出土しているという。敦燵型鎮墓瓶は、考古学発掘報
告等ではその器形は「陶罐」、「陶鉢」の二種類になる。陶罐は「斗瓶」とも呼ばれるように、高さ5
センチから10センチ程度の小さな壺の形をしている。陶鉢は皿状の形であるが、鎮墓文が書かれて
いることから鎮墓瓶の範疇で説明されている。關尾史郎の検討では、陶罐は被葬者の頭部または足元
近くに置かれ、陶鉢は被葬者の腹部に破砕して置かれていることも示されている。
　後漢型鎮墓瓶の埋葬場所が墓門近くであることは、江優子や『中国道教考古』にも指摘がある。ま
た後漢型鎮墓瓶の鎮墓文は類型化できないほど複雑で、かつ死後の世界の秩序構造を議論できるもの
であるのに対して、敦燵型では鎮墓文は2種類に分類可能なほど単純化された内容であり、出土地域
も敦煙に限られることについて、關尾史郎は「敦煙の地域社会の画一性」の可能性を注記している20。
　中国における「筆で文字が書かれている土器」には以上のように、前漢中期から新時期（紀元前1
世紀から1世紀頃）、死者のために埋葬する穀物名等の数文字を記した「陶倉」や「陶壺」、後漢時期（2
世紀頃）死者の鎮魂のため長文の銘文が書かれた後漢型鎮墓瓶、魏晋南北朝時代（3世紀から5世紀）、
敦煙地域に特徴的に出土する「陶罐」や「陶鉢」の形をとる敦煙型鎮墓瓶がある。
　墓の副葬品であることはすべてに共通している。また書かれている文字は、墓に埋葬された者の鎮
魂にかかわる点も共通する。敦煙の「陶鉢」を除くと、大きさが時期が下がるにつれ小さくなるとい
う違いはあるがいずれも壺状の形態で、死者の鎮魂のための穀物等を容れる容器であることも共通し
ているといえるだろう。
　後漢型鎮墓瓶と敦煙型鎮墓瓶は、その性格には異なる部分が多いとはいえ、壺状の土器の腹部に、
死者の鎮魂に関わる文字を書き、墓に埋葬する、という習俗は共通するものであり、後漢型鎮墓瓶の
文化を魏晋南北朝の敦煙社会が受容したものであることは理解できる。だがこれを日本の墨書土器と
比べた場合、なんらかの関連性が認められるものだろうか。漢字の伝達とともに書写道具としての筆、
墨や、書く場としての木簡や紙も伝達されたことは想像される。だが「筆で文字を書かれている土器」
は、中国での出土例を確認する限り、後漢型鎮墓瓶と敦煙型鎮墓瓶のように、葬送儀礼に関わるもの
として受容、変容するものと思われる。これが漢字とともに広がり、墓以外の遺跡においても広く出
土するような日本の墨書土器に影響を与えたものとは考えがたい。
　だとすると、日本の墨書土器は平川南が指摘するように、やはり日本独自の漢字受容とすべきなの
だろうか。墓以外の場所から出土する「筆で文字を書かれている土器」は中国には存在しないもので
あろうか。
　日本で「筆によって文字を書く」という行為が広まったのは7世紀以降と言われる。この時期、
日本でのやきものはなお土器であるが、中国では一般に後漢後期から魏晋期（おおよそ2世紀から4
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世紀初）に青磁等の陶磁器が作られるようになったとされている21。その陶磁器に墨書はなかったの
だろうか。次にそれを考えてみたい。
2．中国における「墨書陶磁器」
　中国で作られた陶磁器に墨書した「墨書陶磁器」は日本でも出土している。いうまでもなく、博多
に集中して出土する貿易陶磁器である22。佐伯弘次によるその発見と発掘の整理23によると、初め
て発見されたのは1931年「張網」銘だが、1977年の地下鉄工事に伴う発掘調査で大量の中国陶磁
器が出土し、そこに現れた墨書陶磁器は1996年までで1000点以上にのぼり、11世紀後半から13
世紀初めのもので、日宋貿易に関わる遺物と理解されている。年代からみると日本古代の墨書土器の
始まりより、遅い時期のものである。
　墨書陶磁器の多くは器の外底部にあり、「張網」のように中国人姓＋網の他、「網」のみ、中国姓のみ、
姓に花押を附したもの、花押のみのもの、数字、「寺」など寺院に関する漢字、その他意図不明な漢字、
仮名文字、記号など、一つの器に一字から数文字が書かれている。「網」が最も注目される用語だが、
それが墨書については「網」字を持つものを含めて、器所有者の個人名であると解釈されてきたこ
とに対し、森本朝子による「網」を貿易に関わる組織体とし、その組織体の備品であることを示す24
という考え、さらに松井明徳により「網」などの組織が取り扱う商品の区分けとして書かれたもので、
墨書されたものは価値がやや落ちるため荷揚げ地である博多で墨書器は廃棄された25、という説が出
された。
　1996年に佐伯が上記のような解釈を整理した時点では、貿易陶磁一括廃棄遺構から墨書貿易陶磁
器が出土していなかったため、墨書は中国で記入されたのではなく、中国産陶磁器に日本で書かれた
ものという見解が注目されていた。所有者や所有する組織名を宋からもたらされた陶磁器に墨書する、
というのであれば、日本古代における墨書土器にも通じるものであるし、名前を示す以外の漢字には
吉祥句のような語も見えるので、それが祭祀に関わる墨書であれば、やはり墨書土器に通じる。この
場合には「やきものの器に墨書する」というのは、中国にはない習慣であったという理解も可能となる。
だが、その後博多遺跡群1827号遺構で火災にあった大量の貿易陶磁が一括して廃棄された土坑から
墨書陶磁器が発見され、一括廃棄遺構でも墨書陶磁器のあることが確認された26。これにより、松井
による解釈が有利となった。さらに中国での墨書陶磁器の出土例も明らかになっている。1974年福
建省で発掘された泉州湾宋代海船に、墨書陶磁器研究において注意される「綱司」の文字のある木簸
や「綱」の銘をもつ墨書陶磁器が発見され、「綱」字墨書陶磁器の他にもいくつかの墨書陶磁器が発
見されている27。同じく福建省の福州市では、1993年に発掘された唐末五代から宋中期（おおよそ
10世紀後半～11世紀）の來道遺跡から北宋時期の墨書陶磁器が発見されている28。1997年にも福
州市屏山市場の発掘でから墨書陶磁器が出土している29。これらの福州出土墨書陶磁器には「網」字
は見えないものの、福州では「置」字として解釈される字は、博多の墨書陶磁器で「花押」とされる
文字と極めてよく似ている。博多出土の墨書陶磁器については、仮名文字等もあるため一部には日本
で記入された可能性もあるが、基本的には「輸入に際して中国で書かれたものであり、輸入後商品の
選別過程でふり落とされて博多に残ったものであると言う理解3°」は妥当なものと思われる。中国で
は貿易、流通に際して「陶磁器に墨書する」ことが存在したのである。
　さらに、福建省福清で発見された宋から元に栄えた「南少林寺」と思われる少林院遺跡からは、「少
林院」、「少林常住」などの墨書のある陶磁器が発見されている31。福建省以外では、江蘇省揚州市で
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の揚州城発掘で宋代の墨書陶磁器が発見されている。井戸に廃棄されたものの他、揚州城西門遺跡の
翁城城壁の基礎からは「西門」や「坊」、「都」の墨書陶磁器がある32。同じく江蘇省では鎮江市内の
考古学調査でも宋代の墨書陶磁器が発見されている。姓や姓十花押の墨書の他、宋代の普照寺肚から
は普照寺の簡略形と思われる「普」や「供養」という寺に関わる語の墨書陶磁器が出土している33。
　福州や揚州や鎮江の都城吐からの墨書陶磁器も、墨書される場所は外底部もしくは体部外側の底部
に近い部分であり、博多の墨書陶磁器と共通している。姓と思われる文字が多いのも共通するが、少
林院吐や普照寺趾からはその器を使用する寺に関わる墨書が集中していることも注目されるだろう。
この他に元の時代になるが、内モンゴル包頭の燕家梁遺肚からは文字や図案が墨書された陶磁器が出
土し、出土総数は2689点と報告されている。墨書場所はやはり外底部であり、元の至元12（1275）
年から至大元（1308）年の年号が記載されているもの、店舗名、官職名、人名などの漢字の他、パ
スパ文字、ウイグル式モンゴル文字、花のような文様が墨書されたものもある。この遺跡は人口が多
く、経済繁栄していたことから単なる市鎮ではなく、駅姑と関係する場所と推定されている34。流通、
交易に関係する遺跡に墨書陶磁器が集中して発見されていることから、墨書陶磁器は元代も宋代と同
様に交易にかかわる性格を持っていたと考えられる。
　宋、元代、墨書陶磁器が中国に存在することは確認できたが、日本の墨書土器は10世紀以前より
存在する。この二者の関係を見るには、宋代以前の墨書陶磁器の存在を確認する必要がある。ところ
が、唐代から続く揚州城や鎮江市内の遺跡は、宋代の墨書陶磁器は報告されているものの、唐代の墨
書陶磁器の出土は報告されていない。唐代以前、10世紀以前に中国に墨書陶磁器は存在しなかった
のだろうか。
　唐代より以前の墨書陶磁器は、これまでほとんど注目されたことはないが、少数ながらすでに考古
学的な発見がある。江西省南昌で発掘された東晋（おおよそ4世紀から5世紀初め）の墓から外底
部に「朱」という墨書のある陶磁の鉢と碗それぞれ1点が出土している。「朱」が2点揃うことから、
報告書は墓主の姓が「朱」だったとしている35。また湖北省那城六朝墓のうち、東晋後期（おおよそ
4世紀後半から5世紀初め）のM2008からも外底部に「陳」の墨書がある青磁の蓋が出土してい
る36。これらは漢代の朱書のある土器や鎮墓瓶と同じく、墓から出土したものだが、器の腹部ではな
く、外底部に文字がある。出土状況は明らかではないが、通常の置き方であれば、底部の文字は見え
ず、墓主の鎮魂に関する言葉が腹部に書き記される鎮墓瓶とは、文字を書いた意味が異なるといえる。
さらに、湖南省椰州で西晋の紀年がある木簡が出土したことで注目されている蘇仙橋遺」止の古井戸J
lOからは、「清」字が外底部に墨書された陶磁の諜1点が出土している。同時に出土した木簡の年
号から、古井戸J10からの出土物は300年前後、3世紀末から4世紀初のものと考えられる37。さ
らに江蘇省南京からは、正式な発掘報告書はないものの、三国呉の丁堵村墓から「徐」の墨書のある
青磁碗、西晋の李家山墓からは「陳興」の墨書がある青磁碗、西水関遺趾からは「萢増」、「区□」の
墨書のある東晋の青磁碗が出土していることが確認できる38。王志高の報告によると南京建康城遺跡
から100点以上の墨書陶磁器が出土しているという39。
　三国呉から東晋にかけて墨書陶磁器が存在したことは間違いない。だが一方で確認できる事例そ
のものが少ないこと、また郡城六朝墓では発掘報告のある394墓中、墨書陶磁器の事例は1点のみ、
椰州蘇仙橋J10でも、100件近くの陶磁器が出土した中で墨書の確認できるのは1点のみ、建康城
顔料坊遺跡でも、数万点に及ぶ陶磁器が出土し、そのうちのに92点に墨書が確認されるにすぎず4°、
陶磁器の出土総数に対する墨書陶磁器の数も僅かである。
　後漢の鎮墓瓶は、西安から洛陽にかけての潤水、黄河ラインで墓の副葬品として埋葬された壺状の
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容器の腹部に朱書されていた。三国呉から東晋の墨書陶磁器は墓のみでなく古井戸等の遺跡からも出
土し、鉢、碗、蓋、諜などいずれも碗状の器の外底部に墨書されている。出土地は江西、湖北、湖南、
江蘇である。鎮墓瓶に書かれたものは死者の鎮魂にかかわるメッセージ性のあるものであったが、こ
の墨書陶磁器では姓名に関わるような文字が1～2文字あるのみである。比較からも明らかなように、
三国呉から東晋の墨書陶磁器は鎮墓瓶とは性格が異なり、年代の差はあるものの、宋代以降にみられ
る墨書陶磁器とは少なくとも形態的には似た部分が多い。事例が少ないため断言はできないが、宋代
の墨書陶磁器と性格も近いとすると、三国呉から東晋の墨書陶磁器も交易にかかわる何かを示すもの
であるかもしれない。
　日本や韓国から出土する墨書土器でも外底部に墨書されていることは多い。土器に文字を記すこと
で願いを神に伝える、という性格を持つのであれば、中国の鎮墓瓶のように食物などを盛りつけて見
える場所に文字があるほうが合理的である。三国呉から晋（おおよそ3世紀から5世紀）の墨書陶
磁器の出土地域は六朝の領域であり、都の置かれていた南京建康城からは100点以上の出土も報告
されている。この時期の墨書陶磁器の墨書目的はまだ明らかではないが、南京を中心とする六朝領域
との関わりは注意するべきであろう。そしてこの地域が百済と密接な関係にあったことは考古学的に
も明らかである。その中で墨書陶磁器の存在が「碗状の器の外底部に文字を書く」こととして受容さ
れ、現地で焼成される土器にその模倣が行われたことが韓国や日本で発見される墨書土器の根源の一
つと予想することは可能ではないだろうか。
3．刻印、刻字を持つ陶磁器と墨書陶磁器
　本稿では土器や陶磁器に「筆でかかれた文字」に着目してきたが、中国では刻書された文字やスタ
ンプ印による刻印をもつ瓦やレンガを含む土器も数多く存在する。特に刻印の場合は、土器を成形し、
粘土が完全に乾燥する前に記さなければならないという制約があり、そこに記される文字は、その器
が作られた場所や使用する場所に関わるものである。
　スタンプ印による刻印を持つ陶磁器も発見されている。湖南省湘陰の湘陰窯趾から、器の底部内側、
いわゆる「見込み」の紬薬の下に「太官」の刻印がある青磁碗が、また窯吐の近くからはやはり器の
底部内側、紬薬の下に「上府」の刻印がある青磁杯が出土している。江蘇省南京市の太平北路華海科
技電脳広場大厘建設現場からも器の底部内側、粕薬の下に「太官」の刻印がある青磁碗が出土してい
る。いずれも南朝の地層から出土していて、5世紀半ばから6世紀の南朝後期のものである41。この
ような刻印や刻字のある陶磁器は唐代初期の出土例がない。そして、おおよそ10世紀頃、唐代後期
から北宋初期にかけて、器の外底部に「官」や「新官」という刻字のあるものが現れてくる。このよ
うな刻字のある器の事例は170件を越え、その多くは河北省の白磁生産地である定窯趾に関わるも
のだが、漸江省の青磁生産地越窯からも発見されているという42。その他に越窯では「官様」や「大」、
「上」、「永」、「辛」、「天」、「吉」、「千」、「供」、「子」、「内」、「丁」、「己」、「乙」といった文字が器の
外底部に刻字された青磁も発見されている43。
　刻印や刻字をもつ陶磁器は南朝時期にその領域で出土例があるものの、おおよそ7～9世紀ころ、
唐代前半の事例はこれまでのところ明らかでない。刻印のある南朝陶磁器の年代は南朝中晩期ごろ、
おおよそ5世紀半ばから6世紀とされ44、これまでに発見されている三国呉から晋代の墨書陶磁器
よりやや遅し、。
　つまり、三国呉から晋代、おおよそ3世紀から5世紀には南京を中心に六朝の領域に外底部に墨
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書がある陶磁器があり、この地域ではその後5世紀半ばから6世紀ころの南朝後期、「官」にかかわ
る刻印が底部内側にある陶磁器が存在するのだが、いずれも唐代前半の事例は見えない。10世紀以降、
唐代後半から北宋初期には華北の北磁と漸江の青磁に「官」に関わるものやその他の刻字が外底部に
ある陶磁器が見られるようになる。同じくおおよそ10世紀頃、唐末五代には、外底部に墨書のある
陶磁器が福州から出土し、宋代（おおよそ10世紀後半から13世紀）には福州の他、揚州、鎮江に
も見え、11世紀後半には博多からも多数が出土し、元代の内モンゴルでは13世紀後半から14世紀
初めのものが大量に出土している。
　刻印のある陶磁器も、墨書陶磁器も事例の見えないのが唐代前半である。この時期に注意すべきこ
ととして、晋代に盛んに陶磁器が生産された越窯が南朝中晩期からは生産が減少することがある。そ
の後、越窯は唐代に、日本でも知られる「秘色」青磁の生産で有名になり、生産量も拡大するが、唐
代前期の実態は不明である45。
　これまでに発見された南朝の刻印のある陶磁器は、器底部内側に銘があるという特徴が見える。こ
れに類似する刻字のある陶磁器は、スタンプ印による刻印ではなく刻字であり、唐代後半以降、器外
底部に銘があるという形に変わっている。「官」に関わる銘を持つ器は白磁に多く、その窯趾は華北で、
南北朝時期には北朝の領域だった地域である。一方、宋代の墨書陶磁器は、南朝時期の墨書陶磁器と
同じく器の外底部に墨書があり、その内容にも類似点がある。福州や博多の他に宋代墨書陶磁器が出
土しているのは揚州、鎮江だが、これはいずれも南北朝時期には南朝の領域だった地域でもある。
　「官」にかかわる刻印や刻字がある陶磁器も墨書陶磁器も南朝時期に出土例がありながら、唐代前
半にはこれまでに報告が見えず、唐代後半から宋代にかけてまた出土例がある。これには中国におけ
る陶磁器の発展そのものの問題が関わっているとも思われるが、刻印や刻字のある陶磁器と比べると、
墨書陶磁器の墨書の形態には変化がすくないことは指摘できるだろう。
おわりに
　中国で出土する墨書陶磁器にはこれまであまり注意は払われず、「器に筆で書かれた文字」では鎮
墓瓶に書かれた内容についての研究のほうが盛んである。しかし「墨書」という点からみると、鎮墓
瓶は実は「朱書」が中心である。漢代より以前、墓に副葬される器は青銅器であり、そこには文字が
鋳込まれている。「墨書」と異なるのは、文字を鋳込むのは器の作成時に行わなければならないとい
うことである。
　非常に珍しい事例だが、青銅器に墨書したものがある。河南省洛陽の北窯で発見された西周貴族墓
地の一っの墓（M37）から墨書のある青銅篁1点が発見され、別の墓（M139）からは墨書のある青
銅kl点、また墨書のある鉛ks点が出土した墓（M172）も発見され、その墓の年代は西周前期（お
およそ紀元前10世紀ころ）とされている。墨書された文字は人名と思われるが、青銅器に鋳込まれ
た銘文の場合はそれが墓主の名前であるのに対し、墨書されたのは墓主の葬儀の時、この器を送った
送り主が臨時に毛筆で署名したものと考えられている46。古い事例であるが、「墨書」された内容が
鋳込まれた銘文とは性格が異なる点は興味深い。
　鎮墓瓶に書かれた鎮墓文は、青銅器の銘文とは性格が異なるが、墓主の鎮魂へのメッセージであり、
送り主などを示すものではない。これは「筆で書かれた文字」ではあるが、性格としては「鋳込まれ
た文字」に近いものがある。これは鎮墓文の背景に、池沢優のいうような死者に対する「強力な祖先」
と「稼れとしての死者」という矛盾したイメージが併存することが、臨時的な記録行為である「筆で
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書く」ことを、一般の墨書とは異なる「朱書」で行ったともいえるのではないだろうか47。この点か
らも「墨書陶磁器」と鎮墓瓶にかかれた鎮墓文は性質を異にするものといえる。但し、敦煙型鎮墓瓶
は、その時期が3世紀から5世紀ころと、南朝で墨書陶磁器が見られる時期と同時期である点には
注意しておかなければならない。
　事例は少ないながら三国呉から晋にかけて確認される墨書陶磁器と、宋代以降に見られる墨書陶磁
器は、墨書される位置や墨書内容に共通点が見られる。だが、この二つの時代の間をどう考えたらよ
いのだろうか。現在、南朝時期の墨書陶磁器は三国呉から晋代にかけてのものしか確認されておらず、
南朝中期以降の様相も未だ不明である。宋代の墨書陶磁器は、博多で大量に発見されていることから
も貿易や交易に際して記載されたことは間違いない。南朝時期の墨書陶磁器は、宋代とは時代が離れ
るが、墨書の位置や墨書の内容は共通し、出土地域も中国南部が多い。ここから、墨書も目的にも同
様のものがあったのではないか、という予想は可能だろう。
　具体的な実態を確認するには今後の資料の増加を待つほかはない。だが、この予想が正しければ、
博多の貿易陶磁器に墨書陶磁器が含まれているように、南朝と交流のあった海外に墨書陶磁器がもた
らされ、それが、韓国、日本で墨書土器が発生するきっかけの一つになったという可能性は少なくな
いと思われる。このためには、更なる墨書陶磁器資料の収集につとめるとともに、この他に南朝時期の
陶磁器交易の実態を示す史料を探究するする必要もあるだろう。これらを今後の課題としていきたい。
註
1平川南r墨書土器の研究』吉川弘文館、2000年、11頁。
2　平川南r墨書土器の研究』吉川弘文館、12頁。
3　『国立慶州博物館　ガイドブック』国立慶州博物館、2010年、199頁。
4　陳西省鳳翔県高荘村秦墓からは、刻書のほか、朱書された土器の陶缶が発見されている。M46出土陶缶の肩
　部には「下賞王氏缶、容十斗」、M21出土陶缶肩部には「［コ里□□缶、容十斗」という朱書がある。またM6、
　M7から出土した陶缶肩部には土器を焼成する前に「隠成呂氏缶、容十斗」という刻書した上に朱色を填めたもの、
　M47出土の陶缶肩部には土器を焼成した後に「北園呂氏缶、容十斗」、「北園王氏缶、容十斗」と刻書して朱色
　を填めたものがある。形態からは、漢代中期以降にみられる朱書陶器と似た性格を持つように思われる。雍城考
　古隊呉鎮鋒、尚志儒「陳西鳳翔高荘秦墓地発掘簡報」、『考古与文物』1981年第1期、嚢仲一『秦代陶文』、三
　秦出版社1987年。
5　中国社会科学院考古研究所洛陽発掘隊「洛陽西郊漢墓発掘報告」、r考古学報』1963年第2期等。
6　「洛陽西郊漢墓発掘報告」の他、洛陽市文物工作隊「洛陽金谷園車姑11号漢墓発掘簡報」、『文物』1983年第
　4期、洛陽市第二文物工作隊「洛陽五女塚新芥墓発掘簡報」、『文物』1996年第7期等。
7　程学華「西安市東郊漢墓中発現的帯字陶倉」、r考古』1963年第8期等。
8　済寧市博物館「山東済寧師専西漢墓群清理簡報」、『文物』1992年第9期。
9　小南一郎「漢代の祖霊観念」、r東方学報』京都第66冊（1994）、7頁。
10　下中彌三郎編r書道全集』、平凡社、1930年。
11　「鎮墓文中所見東漢道巫官関係」r文物』1981年第3期、『先秦両漢史研究』中華書局1995年再収。
12　「中国歴代墓券考」、r東洋文化研究所紀要』第86号、1981年。
13　『鎮墓文・衣物疏集成（初編）』（稿本）、東海大学文学部研究室、1999年、未見。
14　『漢魏石刻文字繋年』新文豊出版公司、2001年。
15　張勲瞭、白彬『中国道教考古』線装書局、2006年。
16　「後漢鎮墓瓶集成」、r長江流域文化研究所年報』第五号。
17　鎮墓瓶の呼称には様々なものがあるが、r中国道教考古』では「解注器」という名称を用いるが、本稿では「鎮
　墓瓶」という呼称に統一した。
18　「敦煙出土四・五世紀陶罐等銘文にっいて一中国古代における葬送習俗に関する覚え書き」、『研究紀要』（東
　京学芸大学付属高等学校大泉校舎）第10集。
19　關尾史郎編『中国西北地域出土鎮墓文集成（稿）』新潟大学大域プロジェクト研究資料叢刊V皿、新潟大学「大
　域的文化システムの再構築に関する資料学的研究」プロジェクト、2005年。關尾史郎「画像碑の出土墓をめぐっ
一104一
古代学研究所紀要　第18号
　て一「敦煙新出土鎮墓瓶初探一中国西北地域出土鎮墓瓶集成（稿）」補遺（続）一」、『西北出土文献研究』第9号、
　2011年。同「敦燵の古墓群と出土鎮墓文」（上）／（下）、r資料学研究』第4号／第5号、2007年／2008年。同「随
　葬衣物疏と鎮墓文一新たな敦煙トルファン学のために一」、r西北出土文献研究』第6号、2008年。同rもうひ
　とつの敦煙一鎮墓瓶と画像碑の世界一』新大人文叢書7、高志書院、2011年。
20　關尾史郎「敦煙の古墓群と出土鎮墓文」（下）、r資料学研究』第5号、2008年。
21原始磁器等の考え方もあり、中国における陶磁器の開始時期を断定するのは難しいが、後漢から魏晋期の間
　に青磁が作られるようになったことは考古学資料からも明らかである。凋先銘『凋先銘陶磁研究与鑑定』紫禁城
　出版社、2009年参照。
22　博多研究会編r博多遺跡群出土墨書資料集成』博多研究会、1996年。大庭康時「博多遺跡群出土墨書資料集
　成2」『博多研究会誌』第11号、2003年。
23　佐伯弘次「博多墨書陶磁器をめぐる諸問題」、r博多遺跡群出土墨書資料集成』所載。
24　森本朝子「博多居留宋人に関する新資料」『Museum　Kyushu』19、1986年。
25　亀井明徳『日本貿易陶磁史の研究』、同朋舎出版、1986年。
26　大庭康時「博多遺跡群出土墨書資料集成2」r博多研究会誌』第11号、2003年。
27　福建省泉州海外交通史博物館編r泉州湾宋代海船発掘与研究』海洋出版社、1987年。
28　福建省博物館考古部、福州市文物考古隊「福州五代爽道遺趾発掘簡報」、『福建文博』1994。
29　張勇「福州築発現的宋元墨書」、『福建文博』1998年第1期。
30　大庭康時「博多綱首の時代一考古学資料からみた住蕃貿易と博多一」、『歴史学研究』756号、2001年。
31　林果、朱雲斌「福清少林院遺吐与福建南少林」、『福建文博』1998年第2期。
32　中国社会科学院考古研究所、南京博物院、揚州市文物考古研究所r揚州城一1987～1998年考古発掘報告』、
　文物出版社、2010年。この報告書によると、墨書のある陶磁器はいずれも景徳鎮窯系の器である。
33　劉建国主編『名城地下的名城一鎮江城市考古記実』、江蘇人民出版社、2006年。このほか、「官」字の墨書陶
　磁器も報告されている。
34　内蒙古文物研究所、宋小軍編著『包頭燕家梁遺堆発掘報告』、科学出版社、2010年。
35　陳定栄、許智萢「南昌市区清理一座東晋墓」、r考古』1984年第4期。
36　南京大学歴史系考古専業、湖北省文物考古研究所、署β州市博物館編『郡城六朝墓』、科学出版社、2007年。
37　湖南省文物考古研究所、椰州市文物処「湖南省椰州蘇仙橋遺堆発掘簡報」、r湖南考古輯刊』第8集、2009年。
38　南京市博物館r六朝風采』、文物出版社、2004年。
39　王志高「六朝建康城遺跡出土の墨書磁器の整理と分析一一南京市顔料坊出土品を例として」、本号掲載。
40　同上。
41賀雲糊「南朝“貢盗”考一兼論早期“官窯”問題」、『東南文化』2012年第1期。考古学発掘によるものの他、
　湖南省博物蔵の「太官」青磁杯、南京市内出土収集品の「太官」青磁碗残片、「上□」青磁杯、「供奉」青磁杯があり、
　いずれも底部内側、粕薬の下の印字である。湖南省博物館蔵「太官」青磁杯は階代のものとされていたが、南朝
　の地層から類似のものが出土したことで、南朝時期のものと考えられるようになっている。
42　王光尭「関干越窯盗器所見“官様”銘的思考一兼釈“官”、“新官”款的含義」、r漸江省文物考古研究所学刊』
　第五輯2002越窯国際学術討論会専輯。
43　童兆良「上林越器単字款」、r漸江省文物考古研究所学刊』第五輯2002越窯国際学術討論会専輯。
44　賀雲翻「南朝“貢資”考一兼論早期“官窯”問題」。
45　劉毅「越窯源流述論」、r漸江文物考古研究所学刊』第五輯2002越窯国際学術討論会専輯。
46　察運章「洛陽北窯西周墓墨書文字略論」、『文物』1994年第7期。
47　池沢優「後漢時代の鎮墓文と道教上奏文の文章構成一『中国道教考古』の検討を中心に」、渡邉義浩編r両漢
　儒教の新研究』所載、2008年。
一105一
